
あいのりタクシー（帯広市）：町内会・老人会等の要望を聴き運行に生かすデマンドタクシー

地域と交通の状況 【生活交通の確保】【公共交通の利用者減少】
・ 帯広市の大正地区は大規模酪農地が広がる散居型の集落形態である。そのため、近くのバス停まで 2～3ｋｍ

離れており、お年寄りや子どもなどが路線バスを利用できる環境になく、路線バスの利用者が極めて少ない状
況となっていた。

活用メニュー（制度・協議会等） 【公共交通活性化総合プログラム】
・ 平成 14 年、帯広市は北海道運輸局から農村部における新たな生活交通システム調査業務の指定を受け、平

成 15 年度に乗合タクシー実証実験を行った。

サービス内容 【デマンド型交通】
・ 全域デマンド運行の「あいのりタクシー」という名称で大正

地区は平成 16 年 4 月から本格運行に着手した。
・ 1日 7便の出発時間のみが設定されており、利用希望者は

事前登録が必要であるため、出発時間の 30 分前までに予
約する。

・ 大正市街を起終点として、定められた運行ルートは設けず
に利用者の要望に応じてエリア内を運行するシステムで、
帯広市街とは既存路線バスで接続していた。

・ 当初の運賃設定は 500 円均一としたが、平成 18 年 10 月
からは利用者の強い要請を受けて、市街地までの乗り入れ
を実施するとともに、均一運賃から距離に応じた運賃体系
（ゾーン制）を採用した。

・ 使用車両は原則としてジャンボタクシーとした。
・ 利用者ニーズに的確に応えるために、町内会・老人クラブ・

農協・病院等の地域住民が参加する運営協議会を設置し
た。

・ 予約業務及び運行は、地元タクシー事業者である大正交
通に委託した。

技術 【運行管理システム】
・ 市がフレックスバスの実証実験で作成したパソコンによる運

行管理システム（社団法人北海道開発技術センターが市
専用に開発）をタクシー会社に貸与した。

帯広市（北海道）：あいのりタクシー

町内会・老人会等の要望を聴き運行に生かすデマンドタクシー

 取組の背景

 実現したサービス
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図．大正地区のバス路線
出典：帯広市資料



計画策定と運営協議会の設置 【プロセス：体制構築】
・ 平成 13 年度から新しい生活交通システムについて検討が始まり、市が設置した「帯広市バス活性化基本計

画」が策定され、農村部における生活交通支援の必要性が示された。
・ 平成 14 年度には地域住民が参加する運営協議会が設置され、運行方法を検討した。アンケート調査やグル

ープインタビューでニーズを把握し、実証実験の方法を固めた。

運行開始後のフォローアップ 【プロセス：フォローアップ】
・ 市職員が毎年 1 回、町内会や老人会でグループインタビューを実施し、要望を聴いている。当初は利用者か

らの市街地への乗り継ぎの悪さなどに対して苦情が多く出たが、ゾーン運賃制に変更した運行によって急減し
ていった。

事業者との調整 【調整：対事業者】
・ 既存事業者との調整に苦慮したが、関係者が粘り強く調整した。
・ 委託先のタクシー会社は地域で唯一の事業者なので、市街地タクシー会社との住み分けができている。

グループインタビューの実施 【知見：住民意見の取り入れ】
・ 農村部である大正地区は散居型の集落形態であり、高齢者等の生活交通支援が必要であったが、回答者が

特定できないアンケート調査ではなく、実際に利用する高齢者の方の意見を聴くグループインタビューが有効
であった。運行開始よりグループインタビューを継続している。

唯一最大の課題は費用負担 【教訓：市町村負担の増加】
・ 利用者が増えることは望ましいが、それに従って市が事業者に支払う委託料が増えるという状況にある。そこ

で、バス停における除雪等を地域ボランティアで支える、企業・病院等から協賛金を募ることを検討している
が、運賃改定が避けられない状況にある。

 プロセスと調整

 創意工夫・知見・教訓

効果 【利用者数の増加】
・ 平成 18 年度の登録者数は 454 人（対平成 16

年度比 46％増）、利用者数は 4,047 人（対平成
16 年度比 61％増）となっている。

負担 【市町村負担】
・ 利用者の増加の一方で、市から事業者に対す

る委託料（運行経費の助成）については、平成
18 年度で 7,413 千円（対平成 16 年度比 16％
増）となっており、燃料代高騰と市街地乗入れ
等の経費増加をいかに圧縮するかが課題となっ
ている。

 効果と負担

連絡先：帯広市商工観光部商業まちづくり課 電話 0155-65-4165

参考 URL：大正交通あいのりタクシー http://www.taishokotsu.co.jp/ainori/ainori.html

 連絡先、参考 URL 等
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図．バス利用者の推移
出典：帯広市資料
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図．実証実験時の乗合タクシー利用者周知用チラシ
出典：帯広市資料

 資料編
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図．実証実験時の乗合タクシー利用者周知用チラシ（裏）
出典：帯広市資料

 資料編
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